
深海底質調査の実施状況について
（速報）

資料－３－②

第５１回黒部川ダム排砂評価委員会



深海底質調査について

【調査概要】
・富山県水産研究所の協力を頂き、水産研究所が所有する立山丸を使用する。
・予備（試し）調査は滑川沖合いで8月9日に実施済み。
・本調査は11月18日～22日に実施、次回12月9日～12月13日の間で実施予定。
・一般項目分析： 外観、臭気、粒度組成、ｐＨ、ＣＯＤ、Ｔ－Ｎ、Ｔ－Ｐ、ＯＲＰ、硫化物、強熱減量
・追加項目分析： 年代分析（放射線同位体分析：鉛210やセシュウム137）

有機物の鉛直濃度分布、軟Ｘ線分析（Ｘ線ＣＴスキャン撮影）、動画撮影

・調査位置：黒部川河口沖を中心として4地点を調査する。（詳細は後述のとおり）
・採泥器は長尺アシュラ採泥器を使用するが、長尺アシュラ採泥器での採泥が困難な場合は、ピストン式
柱状採泥器（小型）を使用する。（詳細は後述のとおり）

【調査・分析工程】
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年 月 

項目 

2019 年 2020 年 

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 

計 画 ・ 準 備               

予 備 調 査 （ 1 日 ） 
 

    
 

9 日 
       

 

深海底質調査（6 日程度） 
 

       
 

18～22 日 

 

9～11 日 
   

 

年 代 推 定 分 析               

一 般 項 目 ・ 有 機 物 分 析               

軟 Ⅹ 線 撮 影               

分 析 デ ー タ 整 理               

全 体 評 価               

黒部川ダム排砂評価委員会 

▼15 

第 50 回 

（計画） 

          

▼5 

第 51 回 

(結果) 

             ▽ 

第 52 回 

(計画) 



深海底質調査 測定項目と目的

（1）一般項目分析
底質一般項目を排砂環境影響調査結果および水産用水基準と比較し、深海域と浅海域
（環境影響調査地点）との性状を把握する。
外観、臭気、粒度組成、ｐＨ、ＣＯＤ、Ｔ－Ｎ、Ｔ－Ｐ、ＯＲＰ、硫化物、強熱減量

（2）年代推定分析
底質試料の放射性同位体濃度を測定することで底質試料の年代推定を行う。
これにより、排砂が開始された平成3年頃の堆積深度を推定する。なお、単位容積密度お
よび含水率の測定は、堆積物の圧縮によって変化する堆積年数、堆積速度を補正するた
めに実施する。

（3）有機物の鉛直濃度分布
有機物の鉛直方向への濃度分布を測定し、放射性同位体分析によって推定される平成3
年頃の堆積深度の前後で、濃度変化がみられるか否かを検討する。

（4）軟Ⅹ線撮影（堆積構造の撮影）
Ⅹ線ＣＴスキャンを用い、採取した底質試料の鉛直方向の堆積物の構造を確認する。

（5）動画撮影
採泥地点周辺の堆積状況（表層）を視覚的に確認する。
（採泥と同時撮影ではなく、別で動画撮影となる）
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深海底質調査の位置

調査地点の選定は、学識経験者、関係機関等と協議決定した位置を選定した。
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深海底質調査の位置（赤色立体地図）
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深海底質調査の調査方法と調査手順
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深海底質調査 採泥器比較

ピストン式柱状採泥器はコア内径がφ=４cmと小さいため、分析量を確保するためには少なくとも試
料層厚を３cm程度は必要となる。これにより推定する年代は単年は困難であり、複数年代の結果と
なる。
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調査地点（Ｃ地点→Ｃ’地点）の変更について

11月20日に実施した採泥作業（Ｗ地点）において砂質分の多い底質であったため、用意した採泥器
（長尺アシュラ採泥器、小型ピストンコアラー）では試料採取が実施できなかった。この結果を受け、現
地にてより採泥が確実に実施できる平坦な地点として、Ｃ点近傍の代替地点Ｃ’地点を設定し、Ｃ’地点
にて試料を採取した。

調査位置図

Ｃ地点位置図（変更前後）
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調査地点（Ｗ地点→Ｗ’地点、Ｗ”地点、Ｗ２地点）の変更について

採泥作業（Ｗ地点）については、11月20日に調査を実施したものの※採泥には至らなかった。この状況
から、Ｗ地点近傍でより採泥可能な代替地点を設定し、Ｗ２地点にて試料を採取した。
※11月20日のＷ地点の状況は、砂質分の多い底質であったため、用意した採泥器（長尺アシュラ採泥器、小型ピストンコアラー）
では試料採取が実施できず、12月9日に変更した地点のＷ’地点およびＷ’’地点の採泥を試みるも試料採取には至らなかった。

調査位置図

Ｗ地点位置図（変更前後）
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調査速報（11月18日～22日採泥の実施結果）

本調査における底質資料採取の実施結果を示す
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調査速報（12月9日～11日採泥の実施結果）

本調査における底質資料採取の実施結果を示す
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本調査で採取した試料分取状況（分析試料の確認）
11月18日～22日、12月9日～11日に実施した本調査で採取した分析試料の確認結果を示す

半割 半割
① ②

1 1
2 2
3 3
4 4
5 5
6 6
7 7
8 8
9 9
10 10

11 11

12 12

13 13

14 14

15 15

上層から10層目までは
３.０cm毎に切り出し

11層目から15層目までは
４.５cm毎に切り出し

52.5cm

１層当たりの泥量（g）

＝ｒ2cm×π×hcm×含泥率(74.6)％
×泥密度(2.67)（g/cm3）≒７５（g）

１本目

・年代推定用

・コア分割を年代推定に

１層当たりの泥量（g）

＝ｒ2cm×π×hcm×含泥率(74.6)％

×泥密度(2.67)（g/cm3）≒１１２（g）

52.5cm

２本目

・有 機 物 用
・一般 項 目 用
・軟Ｘ線撮影用

・コア分割を有機物に

・性状保持で軟Ｘ線

半割全層当たりの泥量（g）

＝ｒ2cm×π×hcm×含泥率(74.6)％

×泥密度(2.67)（g/cm3）

×0.5≒６５６量（g）

半割１層当たりの泥量（g）

＝ｒ2cm×π×hcm×含泥率(74.6)％

×泥密度(2.67)（g/cm3）

×0.5≒３７（g）

半割１層当たりの泥量（g）

＝ｒ2cm×π×hcm×含泥率(74.6)％

×泥密度(2.67)（g/cm3）
×0.5≒５６（g）

・混合試料を一般項目に

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

11

12

13

14

15

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

11

12

14

15

13

上層から10層目までは
１．５cm毎に切り出し

11層目から15層目までは
３cm毎に切り出し

30cm

１層当たりの泥量（g）

＝ｒ2cm×π×hcm×含泥率(74.6)％
×泥密度(2.67)（g/cm3）≒１０８（g）

１本目

・年代推定用

・コア分割を年代推定に

１層当たりの泥量（g）

＝ｒ2cm×π×hcm×含泥率(74.6)％

×泥密度(2.67)（g/cm3）≒２１７（g）

２本目

・有 機 物 用
・一般 項 目 用

・コア分割を有機物に

・性状保持で軟Ｘ線撮影に

・混合試料を一般項目に

３本目

・軟Ｘ線撮影用
（ＣＴスキャン撮影）

小型ピストンコアラー試料調整方法 長尺アシュラ採泥器試料調整方法－11－

     地 点 

 

 

 

項 目 

Ｃ地点（Ｃ′地点） 

[長尺ｱｼｭﾗ#2] 緯度 36°57.017 

      経度 137°17.873 

[小型ﾋﾟｽﾄﾝ#4]緯度 36°57.031 

      経度 137°17.882 

分析

可否 

Ａ地点 

[小型ﾋﾟｽﾄﾝ#1］緯度 36°59.408 

      経度 137°22.137 

[小型ﾋﾟｽﾄﾝ#2］緯度 36°59.197 

      経度 137°22.153 

 

分析

可否 

Ｗ地点（Ｗ2地点） 

[小型ﾋﾟｽﾄﾝ#2］緯度 36°52.487 

      経度 137°20.026 

[小型ﾋﾟｽﾄﾝ#3］緯度 36°52.474 

      経度 137°20.018 

[小型ﾋﾟｽﾄﾝ#4］緯度 36°52.466 

      経度 137°19.966 

分析

可否 

Ｅ地点 

[長尺ｱｼｭﾗ#1] 緯度 36°02.414  

      経度 137°28.198 

 

分析

可否 

年 代 推 定 長尺アシュラ採泥器試料#2 

コア長：25cm 

表層～15cm まで 1.5cm 層で、 

15cm～24cm は 3cm 層でカット 

（全 13 層分取） 

〇 

小型ピストンコアラー試料#1 

コア長：64cm 

表層～30cm まで 3cm 層で、 

30cm～52.5cm は 4.5cm 層でカット 

（全 15 層分取） 

〇 

小型ピストンコアラー試料#4 

コア長：70cm 

表層～30cm まで 3cm層で、 

30cm～52.5cm は 4.5cm 層でカット 

（全 15 層分取） 

〇 

長尺アシュラ採泥器試料 

コア長：33cm 

表層～30cm まで 1.5cm 層で、 

15cm～30cm は 3cm 層でカット 

（全 15 層分取） 

〇 

有 機 物 分 析 小型ピストンコアラー試料#4 

コア長：41cm 

表層～30cm まで 3 ㎝層で、 

30cm～39cm は 4.5cm 層でカット 

（全 12 層分取） 

〇 

小型ピストンコアラー試料#2 

コア長：81cm 

表層～30cm まで 3 ㎝層で、 

30cm～52.5cm は 4.5cm 層でカット 

（全 15 層分取） 

〇 

小型ピストンコアラー試料#2,#3 

コア長：43cm および 72cm コアから

14 層、15 層目を採取 

表層～30cm まで 3 ㎝層で、 

30cm～52.5cm は 4.5cm 層でカット 

（全 15層分取） 

〇 

長尺アシュラ採泥器試料 

コア長：28cm 

表層～15cm まで 1.5 ㎝層で、 

15cm～28cm は 3cm 層でカット 

（全 15 層分取） 

〇 

一 般 項 目 分 析 

 

小型ピストンコアラー試料#4 

 コア長：41cm 

 表層～39cm 層の混合試料  
〇 

小型ピストンコアラー試料#2 

 コア長：81cm 

 表層～52.5cm 層の混合試料  
〇 

小型ピストンコアラー試料#2,#3 

 コア長：43cm および 72cm コアから

14 層、15 層目を採取 

 表層～52.5cm 層の混合試料 

〇 

長尺アシュラ採泥器試料 

 コア長：28cm 

 表層～28cm 層の混合試料  
〇 

軟 Ｘ 線 撮 影 小型ピストンコアラー試料#4 

 コア長：41cm（半割） 
〇 

小型ピストンコアラー試料#2 

 コア長：81cm（半割） 
〇 

小型ピストンコアラー試料#3 

 コア長：72cm（半割） 
〇 

長尺アシュラ採泥器試料 

 コア長：28cm 
〇 

 



【参考】浅海域底質調査（平成23年度に実施した年代推定結果）

平成23年度に黒部川河口沖の飯野定置２とＡ地点で実施した鉛210（210Pb）を用いた年代推定
結果を表－6に示す。
ピストン式柱状採泥器（小型）を用いた場合のコアサンプル分割厚（3.0cm、4.5cm）での年代幅を
推察すると以下のとおりとなる。
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【参考】海洋地質図（「能登半島東方表層堆積図(2007)」の一部）
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【参考】海洋地質図（「能登半島東方表層堆積図(2007)」の一部）拡大
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